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56 巻 3･4 号、2009 年 3 月は、道路特定財
源について、その歴史的経緯や目的税とし
ての性格、暫定税率のあり方などについて
綿密に検討した論文であり、大いに参考に
なる。一般財源が望ましいとする伝統的な
議論をふまえながらも、一方的に一般財源
化を主張するものではなく、まずは、揮発
油税等の道路特定財源としての性格をふま
えて暫定税率をどうするかという点につい
て解決を急ぐ必要があるとしている。 
『エコノミア』（横浜国立大学）59 巻 2
号は、赤石孝次「財政社会学の課題と発展
可能性」と、井手英策「財政社会学とは何
か？」という「財政社会学」に関する学説
史的展開とその意義などについての 2 つの
論文を収録している。神野直彦教授の『シ
ステム改革の政治経済学』（岩波書店）や『財
政学』（有斐閣）などで展開されている財政
社会学のアプローチをさらに大きな枠組み
で展望しようとする枠組みの大きな論考で
ある。 
